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   1. Arboraceous crystal formation was observed in 46 (44%) out of 105 preparations of 
human seminal plasma smeared and air-dried. 
   2. There were two types of thecrystal according to the width of crystal axis. 
   3. The seminal plasmas were submitted for measurement of sodium, potassium, magne-
sium, calcium and chloride. Those having crystal formation showed high sodium and chloride 
content. 
   4. From the result above as well as the dialysis and salt-adding test, it was conjectured 
that the arboraceous crystal is closely related with sodium chloride and the difference of shape 
might result from that of high molecular compound combined with the salt. 
   5. Similarity of this crystal with that seen in the cervical mucussuggests the presence 
of the male sexual cycle.
は じ め に
ヒ トの子宮頸管粘液 の塗抹 自然乾燥標本 に樹
枝状結 晶が形成 され,こ れ がestrogenの支配
下 にあって周期性変化 を示 す とい う現象 は1945
年Papanicolaoui・2》に よって 観察 されてい ら
い,数 多 くの研究 があ り,そ の本体 お よび機 序
にっいては多 くの知見が得 られてい る.ま た,
ヤギ,ウ シな ど3)の家畜類,赤 毛ザルの頸管粘
液に も同様の樹枝状結晶形 成現象があ り、周期
性を示す こ とも知 られ ている.
い っぽ う雄 性性器分泌液 としての精液 も しく
は精漿に も類似 した 現象 が 存在 す るものか ど
うか とい う点は雄性動物に おけ る性周期 の存否
とも関連 して興味 ある問題 であるが,最 近にな
って,Kihlstr6m5・6).らに よって,家 兎,ウ
シ,ヒ トの精漿の塗抹乾燥標本 に樹枝状結晶形









象を観察 し,出現頻度,結 晶の形態,精 子数と
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200 小松 ・ほか:ヒ ト精漿樹枝状結晶
難繕
Fig.1精漿樹 枝 状 結 晶 太 型 ×100
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動 物 周 期 現 象
全 精 子 数
精 液 果 糖 量
精 液 量



















































AIHに よ る 妊 孕 力
精 液 量
ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 分 泌
全 精 子 数
精 液 果 糖 量
尿qaoestrone量
尿pl-i17-oxostroid量
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